
12
月
14
日
、
さ
ん
さ
ん
館
で
ク
リ

ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
が
飾
ら
れ
た

多
目
的
ホ
ー
ル
に
は
、
ビ
ー
フ
シ
チ

ュ
ー
や
手
打
ち
そ
ば
、
野
菜
天
ぷ
ら
、

お
で
ん
な
ど
地
元
の
食
材
を
中
心
と

し
た
料
理
が
勢
揃
い
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
津
別
出
身
の
ア

マ
チ
ュ
ア
演
奏
家
・
有
岡
し
ゅ
ー
じ

さ
ん
に
よ
る
ギ
タ
ー
弾
き
語
り
が
行

わ
れ
、
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
お
楽
し
み
抽

選
会
で
は
、
一
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス

プ
レ
ゼ
ン
ト
に
会
場
か
ら
歓
声
が
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

乃
村
吉
春
さ
ん
と
幾
世
橋
良
三
さ
ん

町
村
監
査
功
労
者
と
し
て
表
彰
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学
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に
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中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
た
第
31

回
町
民
文
化
祭
（
主
催
・
津
別
町
文

化
協
会)

の
一
環
と
し
て
、
11
月
18
日

に
舞
台
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

津
別
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
活
気
あ

ふ
れ
る
演
奏
で
始
ま
っ
た
舞
台
で
は
、

各
参
加
団
体
が
舞
踊
、
ピ
ア
ノ
演
奏
、、

三
味
線
、
大
正
琴
、
歌
謡
曲
、
合
唱
、

太
鼓
、
社
交
ダ
ン
ス
な
ど
バ
ラ
エ
テ

ィ
に
富
ん
だ
演
目
を
披
露
。

日
ご
ろ
の
練
習
成
果
を
発
揮
し
た

熱
演
の
数
々
に
、
会
場
を
訪
れ
た
た

く
さ
ん
の
観
客
か
ら
盛
ん
な
拍
手
が

送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
舞
台
発
表
の
幕
間
に
は
津

別
町
文
化
協
会
表
彰
が
行
わ
れ
、
松

橋
正
志
さ
ん
（
津
別
俳
句
会
）
に
文

化
振
興
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

日ごろの練習成果を披露

第31回町民文化祭～舞台発表～

12
月
３
日
、
Ｊ
A
つ
べ
つ
青
年
部

（
竹
原
宏
太
郎
部
長
）
か
ら
教
育
委
員

会
に
、
学
校
給
食
用
の
食
材
と
し
て
馬

鈴
し
ょ
40
kg
、
玉
ね
ぎ
50
kg
、
南
瓜

（
ロ
ロ
ン
）
30
kg
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
馬
鈴
し
ょ
と
玉
ね
ぎ
は
、

Ｊ
A
青
年
部
の
生
産
者
が
特
別
栽
培

し
、
南
瓜
は
ア
ソ
ビ
バ
フ
ァ
ー
ム
で
栽

培
さ
れ
た
も
の
。
子
ど
も
た
ち
の
給
食

に
ふ
さ
わ
し
い
、
安
心
安
全
な
食
材
ば

か
り
で
す
。

目
録
を
受
け
取
っ
た
林
教
育
長
は
、

「
毎
年
、
い
ろ
い
ろ
と
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
さ
っ
そ
く
給
食
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ
て

い
ま
し
た
。

布
川
の
酪
農
業
・
小
林
正
弘
さ
ん
が
、

公
益
財
団
法
人
北
海
道
農
業
公
社
主
催

の
平
成
24
年
度
新
規
就
農
優
良
農
業
経

営
者
表
彰
で
最
優
秀
賞
に
輝
き
、
11
月

15
日
、
町
長
に
報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。

北
海
道
の
自
然
に
憧
れ
て
脱
サ
ラ
し

た
小
林
さ
ん
は
、
酪
農
研
修
生
と
し
て

６
年
間
の
実
地
研
修
を
経
て
、
平
成
15

年
に
津
別
で
就
農
。
放
牧
主
体
の
飼

養
・
管
理
に
よ
る
、
高
品
質
の
牛
乳
生

産
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
に
当
た
っ
て
小
林
さ
ん
は
「
妻

と
二
人
だ
け
な
の
で
大
変
で
し
た
が
、

町
や
農
協
か
ら
の
支
援
が
あ
っ
た
の
で

心
強
か
っ
た
で
す
」
と
、
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

津
別
町
監
査
委
員
の
乃
村
吉
春
さ
ん
と
幾
世
橋

良
三
さ
ん
が
、
町
村
監
査
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ

れ
、
11
月
29
日
、
町
長
室
で
表
彰
状
の
交
付
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
多
年
に
わ
た
り
町
村
監
査
委
員

と
し
て
職
務
に
励
み
、
地
方
自
治
の
振
興
発
展
に

貢
献
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

乃
村
さ
ん
は
平
成
13
年
３
月
か
ら
と
平
成
21
年

３
月
か
ら
通
算
７
年
１
か
月
（
平
成
24
年
４
月
１

日
現
在
）、
幾
世
橋
さ
ん
は
平
成
17
年
３
月
か
ら
通

算
７
年
（
同
）
の
長
き
に
わ
た
り
、
監
査
委
員
の

任
に
当
た
ら
れ
て
い
ま
す
。

活
汲
小
中
学
校
開
校
１
０
０
周
年

記
念
式
典
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
る

12
月
２
日
、
中
央
公
民
館
で
第
17
回
図
書
室
ま

つ
り
が
開
催
さ
れ
、
会
場
に
は
た
く
さ
ん
の
人
が

訪
れ
ま
し
た
。

講
堂
で
行
わ
れ
た
「
古
本
市
」
で
は
、
文
庫
本

か
ら
新
書
本
、
児
童
書
、
小
説
、
実
用
書
、
雑
誌

な
ど
が
７
０
０
０
冊
以
上
並
べ
ら
れ
、
１
冊
10
円

〜
50
円
と
、
子
ど
も
で
も
購
入
で
き
る
値
段
で
販

売
さ
れ
ま
し
た
。
中
に
は
、
一
人
で
数
十
冊
を
購

入
す
る
人
も
い
る
な
ど
、
読
書
好
き
や
家
族
連
れ

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

別
室
で
は
景
品
が
も
ら
え
る
図
書
室
ク
イ
ズ
、

お
料
理
教
室
、
お
は
な
し
会
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

２
階
研
修
室
で
は
、
わ
ら
べ
歌
講
座
も
行
わ
れ
る

な
ど
、
多
彩
な
催
し
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

11
月
18
日
、
活
汲
小
中
学
校
の
開
校
１
０
０
周

年
記
念
式
典
が
同
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

記
念
絵
画
『
大
地
を
駆
け
る
活
汲
の
子
』
の
除

幕
で
始
ま
っ
た
式
典
に
は
在
校
生
、
卒
業
生
、
父

兄
、
新
旧
職
員
、
来
賓
な
ど
３
０
０
人
を
超
え
る

出
席
者
が
あ
り
、
歴
史
の
大
き
な
節
目
を
祝
い
ま

し
た
。
引
き
続
き
行
わ
れ
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
、
画
家
・
金
井
英
明
さ
ん
に
よ
る
記
念
絵
画
に

関
す
る
講
演
と
、
活
汲
と
つ
な
が
り
の
深
い
リ
コ

ー
ダ
ー
奏
者
・
金
子
健
治
さ
ん
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
が
行
わ
れ
会
場
に
彩
り
を
添
え
ま
し
た
。

最
後
は
在
校
生
の
リ
コ
ー
ダ
ー
伴
奏
に
よ
る

『
ふ
る
さ
と
』
の
大
合
唱
で
、
新
た
な
１
０
０
年
に

向
け
た
式
典
を
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

楽しい催しがいっぱい

第17回図書室まつり開催

「
お
菓
子
放
浪
記
」
上
映
会

出
演
者
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も
実
施

中
央
公
民
館
開
館
30
周
年
記
念
事
業

の
一
環
と
し
て
、
11
月
24
日
、
映
画

「
エ
ク
レ
ー
ル
・
お
菓
子
放
浪
記
」
の

上
映
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

戦
中
・
戦
後
を
必
死
に
生
き
抜
く
少

年
の
姿
を
通
し
て
、
お
菓
子
へ
の
憧
れ

を
平
和
へ
の
希
望
に
ま
で
昇
華
さ
せ
た

と
言
わ
れ
る
作
品
で
す
。

上
映
後
に
は
、
主
役
を
演
じ
た
13
歳

（
撮
影
当
時
11
歳
）
の
吉
井
一
肇
君
と

女
優
の
山
崎
未
花
さ
ん
が
ト
ー
ク
シ
ョ

ー
に
登
場
。「
戦
争
中
の
話
な
の
で
減

量
し
て
撮
影
に
臨
み
ま
し
た
」
な
ど
、

吉
井
君
の
子
役
と
は
思
え
な
い
撮
影
時

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
、
観
客
は
感
嘆
し
な

が
ら
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

左から乃村吉春さん、幾世橋良三さん


